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建築BIM環境整備部会（部会①）今後の予定について

〇令和２年度の官民の建築プロジェクトでの検証はいずれも、「建築分野におけるBIMの標準
ワークフローとその活用方策に関するガイドライン（第１版）」で定める標準ワークフローを前提
に検証を実施。

〇官民の建築プロジェクトでの検証の結果、
・標準ワークフローの大きな枠組みは汎用的に各プロジェクトで適用された。
・標準ワークフローに基づく運用上の留意点等や、 BIMの定量的な活用メリット等が
提言された。
・BEP/EIR等を含む成果物が報告された。
※その他、関係部会・団体でも様々な検討が進展。

〇令和３年度の建築BIM環境整備部会（部会１）では、引き続き様々な課題等について
官民の試行プロジェクトによる検証を進めつつ、令和２年度の検証結果を基にガイドライン
（第２版）への改定について議論予定。
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・ 「建築分野におけるBIMの標準ワークフローとその活用方策に関

するガイドライン（第１版）」（令和２年３月31日建築BIM推進会議決

定）に基づき、官民等が発注する建築設計・工事等にBIMを試行

的に導入し、コスト削減・生産性向上等の効果検証や、運用上の

課題抽出を行い、その結果を踏まえ、2021年度中にガイドラインの

改定に向けた検討を行う。

成長戦略フォローアップ (令和３年６月18日閣議決定)
１２．重要分野における取組

（10）インフラ、防災・交通・物流・都市の課題解決

ⅰ）インフラの整備・維持管理

政府のBIM推進に係る方針 成長戦略フォローアップ (R3.6.18閣議決定)



4

（別添）成長戦略フォローアップ 工程表 抜粋



建築BIM環境整備部会（部会①）検討体制について

建築BIM推進会議 【委員長：松村秀一】

部会① 「建築BIM環境整備部会」 （事務局：国土交通省） 部会長：志手一哉

部会② 「BIMモデルの形状と属性情報の標準化検討部会」（BIMライブラリ技術研究組合）

部会③ 「BIMを活用した建築確認検査の実施検討部会」（建築確認におけるBIM活用推進協議会）

部会④ 「BIMによる積算の標準化検討部会」（(公社)日本建築積算協会）

部会⑤ 「BIMの情報共有基盤の整備検討部会」（(一社) buildingSMART Japan）

ガイドラインの改定等の議論

ＷＧ 「先導型モデル事業ＷＧ（仮）」（事務局：国土交通省）主査：清家剛

BIMモデル事業（継続事業4＋先導事業者型7＋パートナー事業者型5 計16事業）の議論

ＷＧ 「中小型モデル事業ＷＧ（仮）」（事務局：国土交通省）主査：小泉雅生

BIMモデル事業（中小事業者BIM試行型 ９事業）の議論

ＷＧ 「建築BIM環境整備ＷＧ」（事務局：国土交通省）主査：志手一哉

ガイドライン改定等の作業等

〇令和３年度は、個別のモデル事業に関する議論は新設するモデル事業WG（仮称）にて実施し、部
会ではモデル事業等の試行プロジェクトを通じたガイドラインの改定等に関する議論を中心に実施予定。

令和３年度の検討体制
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